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Bluetooth搭載モデル

D110 D510 D810 
touch

S910D2D1 X3 X4

ソフトウェア を使用

ソフトウェアなしでも使用可能
（キーパットモード）P. 41 以降参照

ソフトウェアなしでも使用可能
（キーパットモード）P. 41 以降参照
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3D測定対応モデル

S910X3 X4

アダプター DST360を併用する
ことにより、S910と同様、

3次元座標の取得、
CADへの3D描画が可能

3次元座標の取得は
WiFi接続にて実施
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Bluetooth® Smart について

• Bluetooth® Smart は、Bluetooth® 4.0 や Bluetooth® Smart Ready と互換性があります。
• Bluetooth® Smart は、消費電力が大幅に少ないため、初期設定でBluetoothがONとなっています。
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アプリ / ソフトウェア 対応一覧表

◎：距離計本体から、端末から、

ともに測定可能
○：距離計本体からのみ、測定可

（端末からの測定は不可）

※ :メジャープラン、メジャー
ファサードはWiFi接続
スケッチオンフォト、スケッ
チプランは、Bluetooth接続

本資料では、Windows端末でのBluetooth転送について、解説します。
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ソフトウェア DISTO transfer 概要
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概要

ソフトウェア DISTO™ transfer には、以下の用途があります。詳細は、P.21~P.26をご覧ください。

1. Leica DISTO™ からのデータ取得
測定値をソフトウェアへ転送できます。距離、角度、時間、座標値（一部機種のみ）など、
任意の項目を設定し、値を転送することができます。

2. カーソルがある位置への測定値転送
DISTO transfer と同時にExcelを起動しておけば、リアルタイムでセル上に測を転送できます。

3. ソフトウェアから測定
DISTO本体からではなく、ソフトウェアから測定のトリガーをかけることができます。

4. 自動測定（D510以外）
間隔を指定して、一定間隔での自動測定ができます。最短5秒間隔です。

5. AutoCAD (2013版以降) や BricsCAD (V13以降) のプラグイン・ソフトウェアとして、
リアルタイムにCAD上へ3D図を描画 ※詳細は別紙参照
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ダウンロードと注意点

• 最新の PC版 DISTO™ transfer は、下記リンクよりダウンロードしてください。

https://shop.leica-geosystems.com/jp/ja-JP/disto-transfer-software-pc

• ダウンロードは、ポップアップに従って進めてください。

D510 はPCからの測定指令、間隔を指定して自動測定する機能は、使えません。

自動測定 の最短の設定間隔は5秒です。

https://lasers.leica-geosystems.com/jp/disto/leica-disto-apps
https://shop.leica-geosystems.com/jp/ja-JP/disto-transfer-software-pc
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Leica DISTO™ 

BluetoothのON / OFF
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Leica DISTO™ D1 / D110 / D2

Leica DISTO™ D1 はワンボタンのため、常時Bluetooth®がONです。
Leica DISTO™ D110 / D2は、Bluetooth® ボタン長押しで、ON / OFF の切替ができます。
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Leica DISTO™ X3 / X4 / D510

Leica DISTO™ X3 / X4 / D510は、FUNC→設定画面から Bluetooth のON / OFF切替ができます。

ON / OFF 切替
‘=‘ ボタンで操作します

(1) FUNC (2) 設定 (3)
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Leica DISTO™ D810 touch

Leica DISTO™ D810 touchは、FUNC→設定画面から Bluetooth のON / OFF切替ができます。

Bluetooth® 設定画面には、3 種類のモードがあります。

Bluetooth® 
設定を選択

テキストモード
(単位なし)

E.g. 7.123m

スプレッドシート
モード

(単位あり)

E.g. 7.123

アプリモード

TAB:   データ転送後、セル/カーソルがタブ移動
Enter: データ転送後、セル/カーソルがエンター移動
none: データ転送のみ

0.0:    小数点の記号が、ドット (初期設定)
0,0: 小数点の記号が、カンマ

Encrypted: Windows10, iOS,
Android V4.3以上 (初期設定)

Unencrypted: Android V4.3以下
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Leica DISTO™ S910

Leica DISTO™ S910は、 FUNC→設定画面から Bluetooth のON / OFF切替ができます。

Bluetooth® 設定画面には、3 種類のモードがあります。

テキストモード
(単位なし)

E.g. 7.123m

スプレッドシート
モード

(単位あり)

E.g. 7.123

アプリモード

TAB:   データ転送後、セル/カーソルがタブ移動
Enter: データ転送後、セル/カーソルがエンター移動
none: データ転送のみ

0.0:    小数点の記号が、ドット (初期設定)
0,0: 小数点の記号が、カンマ

Encrypted: Windows10, iOS,
Android V4.3以上 (初期設定)

Unencrypted: Android V4.3以下

Bluetooth® 
設定を選択
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Windows 10 と DISTOの

Bluetooth接続

（初回のみ、要ペアリング）
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接続方法（ペアリング）

「アクションセンター」を選択

デスクトップ
モード

タブレット
モード

右から左へスライド

「接続」を選択

「接続」を選択

初回のみ、ペアリングが必要です。2回目以降は、Bluetoothがオンになっていれば、
Windows端末の起動後、自動でBluetooth接続します。
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接続方法（ペアリング）

「他のデバイスを探す」を選択 「 + Bluetooth またはその他のデバイスを追加する」を選択

Bluetoothを選択し、DISTOが表示されたら選択する 「完了」が出たら閉じる
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ソフトウェアの起動

• 起動には右アイコンを選択します。

• PCとDISTOのペアリング済であれば、すぐに Bluetooth® 接続が確立します。

接続すると...

接続した機種の画像になります。

左下に機種名とシリアル番号が
記載され、緑色になります。
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2回目以降の接続

• Windows端末を起動すると、自動でBluetooth接続します。
DISTO本体のBluetoothアイコンが青色になります。

• ソフトウェア DISTO transferを起動します。
画面左下に緑色で端末名/シリアル番号が表示されれば、接続完了です。

接続がうまくいかない場合

・PCを再起動する。
・ペアリングを解除し、再起動。その後、再度ペアリングを実施。

・DISTO X3 / X4 / D810 touch / S910は、ファームウェアが最新かどうかを確認
し、最新でない場合はアップデートを実施してください。

・X3/X4︓専用アプリ「DISTO Plan」から行います。
・D810touch︓https://shop.leica-geosystems.com/jp/ja-JP/leica-disto-d810-firmware-updates
・S910︓https://shop.leica-geosystems.com/jp/ja-JP/leica-disto-s910-firmware-updates
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DISTOを複数お持ちの方

ソフトウェア起動後に、どのDISTOと接続するかを選択するポップアップが表示されます。

接続する機種を選択してください。
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データ転送
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1. ソフトウェア内にデータを蓄積・一括出力

レーザー距離計の「ON/DIST」ボタンを押すと、ソフトウェアにデータが転送されます。
各種設定画面の「測定ログ」を見ると、データが入っています。

画面下の「Excel...」ボタンを
押すと、データを一括出力で
きます。



23

1. ソフトウェア内にデータを蓄積・一括出力 (出力データの内容)

番号：測定した順番に割り当てられる数字

時間：測定時刻

画像：測定と同時に取得された写真データの有無

距離：DISTO本体からの直線距離

角度：傾斜角（チルトセンサー搭載モデルのみ）

V［°］ ：3次元データのの鉛直角（S910、X3・X4＆DST360のみ）

Hz［°］ ：3次元データの水平角（S910、X3・X4＆DST360のみ）

X［m］ ：3次元データのX座標（S910、X3・X4＆DST360のみ）

Y［m］ ：3次元データのY座標（S910、X3・X4＆DST360のみ）

Z［m］ ：3次元データのZ座標（S910、X3・X4＆DST360のみ）

精度［mm］：DISTOの仕様による精度
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2. Excelなどカーソルのある場所へデータ転送

Excelへリアルタイムに値を転送します。メモ帳や独自ソフトウェアへも転送可能です。

（1）転送内容を選択します。（2）Excelを起動し、転送箇所にカーソルを合わせます。
（3）DISTOの測定ボタンを押します。（4）Excelのカーソルがある場所へ、値が転送されます。

← 距離のみ、単位あり、測定後はセルが下段へ移動

← 距離（単位あり）、セル右へ移動、
傾斜角（単位あり）、セル下段へ移動

時間も同時に転送することができます。
詳しくは、P.34 をご覧ください。
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3. ソフトウェアから測定（D510以外）

ソフトウェアから、測定ボタンを押し、測ることができます。

• 距離計を手の届かない場所に固定し、測定したい
• 測定のタイミングをソフトウェア上で決めたい

上記のような場合に、有効な方法です。※ D510は、本機能が使えません。

測定ボタンは、

• スタンダード画面上部
• 各種設定画面の下部

の2箇所にあります。
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4. 自動測定（D510以外）

「設定」タブの「定期的測定」から、一定間隔での自動測
定を設定できます。

最短5秒間隔で、Excel等のソフトウェアへ、リアルタイ
ムで値を転送できます。

秒（s）、分（m）、時間（h）の間隔を選び、チェック
を入れると、測定が始まります。

モニタリング用途として、活用できます。

※ 測定時間も同時に転送したい場合は、
P.34をご覧ください。

※ D510は、本機能が使えません。



27

画面の見方と各種設定
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表示パターン（1）– 各種設定へ続く

a) ミニマム

b) スタンダード

c) 各種設定
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表示パターン(2) – 3Dビューへ続く

a) ミニマム

b) スタンダード

c) 3Dビュー

※ 各種設定の「測定ログ」→「3D」からでも
同様の3Dビューを表示できます。

ダブルクリック
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3Dビュー

表示方向の変更 拡大・縮小

2点間距離計算ウィンドウ
（P.35参照）

← 右クリックで表示

ディスプレイ境界枠を選択すると、
図のように測定した範囲を線で囲み、
各辺の長さを表示します。
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表示項目の解説

測定

傾斜角

鉛直角

水平角

座標値

• 単位 任意の単位を選択できます。

• タブ

Excelでは、セルが右に移動します。
（タブ移動）

• Enter

Excelでは、セルが下段に移動します。

Excelなどへ転送したい値を選択できます。
チェックを入れた値が転送されます。

距離

写真付きで転送（S910のみ）

レーザーオン

縮小

各種設定
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表示項目の解説

距離

傾斜角
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表示項目の解説

鉛直角

水平角

座標値（X; Y; Z）
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各種設定タブ – 送信（転送データの設定）

データ形式

データ形式を変更すると、スタンダード表示に選択肢がない
日付や時刻なども、測定値と一緒に転送することができます。

「データ形式の変更...」から値を選ぶか、入力欄に直接入力
することで、変更できます。

（例）

・日付と距離（単位付き）を転送し、転送後は改行する
##Date##Tab##Measured_value##Unit##Return##

・時間と距離（単位なし）を転送し、転送後は改行する
##Time##Tab##Measured_value##Return##
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各種設定タブ – 測定ログ（1）2点間距離・3Dビュー

Excel...

測定ログの値を、
一括出力します。

2点間距離...

計算したい2つの点番号を
選ぶと、座標情報から、
2点間距離を計算します。

3D...

測定結果を3次元表示します。
（P.30参照） 2点間距離
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各種設定タブ– 測定ログ（2）フリーステーション

フリーステーション...

距離計の場所を移動して、前後
のデータを合致させたい時に使
用する機能です。

ポップアップに沿って、進めて
ください。→ 外壁測定

→ 複数部屋の測定
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各種設定タブ– 設定（自動測定）

定期的測定

間隔を指定し、自動測定ができます。
最短5秒間隔です。

※ D510は、
本機能は使えません。

オリエンテーション

1点目の座標値を任意の値に設定で
きます。
※軸の定義は、次ページ参照
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各種設定タブ– 設定 （オリエンテーション 軸の定義）

10

20

30

x

P1

P2
P2

P1

P1 P2

P1

P2
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各種設定タブ– 全タブ共通

接続機種の情報

・機種名
・シリアル番号
・ファームウェアバージョン

（一部機種のみ）
・接続方式（BluetoothかWiFi）
・レベリング状態

（一部機種のみ）

ソフトウェアから測定

レーザーオン測定

測定（写真付き）
※S910のみ
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ご参考までに

• DISTO™が自動検出されないようにペアリングを解除する場合は、 DISTO™ の設定でBluetooth®
をオフにするか、 Windows 10 の設定画面から „デバイスの削除“ をしてください。デバイスの削除
は、追加時と同様の方法でできます。

• DISTO™ が既に iOS デバイスやWindows 10デバイスとBluetooth 接続している場合は、同時に2台
目のデバイスに接続することはできません。まず、接続解除してください！

• DISTO™ transfer をプラグイン・ソフトウェアとして使用する場合は、使用するCADがプラグインを
サポートしているかどうか、確認してください。
e.g. AutoCAD LT や試用版はプラグインをサポートしていません。

• Bluetooth® smart は、PCから DISTO™ へのデータ転送はサポートしていません。 つまり、
DISTO™ にデータを転送するという機能はありません。
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キーパットモード
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概要

キーパットモードが使えるモデルは、下記4機種です。

• Leica DISTO™ S910
• Leica DISTO™ D810 touch
• Leica DISTO™ X4
• Leica DISTO™ X3

まず、Bluetooth® 管理画面から、デバイスのペアリングを行ってください。次回以降は、Windows 
10 と Leica DISTO™ の両方が起動するとすぐに、 Bluetooth® 接続が確立されます。 (P.15-20参照)

Leica DISTO™ は、キーボードとして認識されます。つまり、測定値を転送すると、Windows 10 は、
キーボードで値をタイプしていると認識します。
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準備 - Bluetooth設定

• Leica DISTO™ D810 touch および S910

Bluetooth設定が必要です。

スプレッドシートモード: テキストモード:
単位なしの値が転送されます。 単位付きの値が転送されます。

• Leica DISTO™ X3 および X4

設定は不要です。BluetoothをONにしておいてください。
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測定値転送方法とナビゲーションキー

デバイスとのBluetooth接続確立後は、画面が切替わります。
お気に入りキーが、データ転送ボタンとナビゲーションキーに変わります。

これをONにすると、例えばExcelのカーソルを
DISTO™ の矢印キーで動かすことができます。

DISTO™ の測定値が、あらゆるアプリの
カーソルがある位置に転送されます。
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ご参考までに

• DISTO™が自動検出されないようにペアリングを解除する場合は、 DISTO™ の設定でBluetooth®
をオフにするか、 Windows 10 の設定画面から „デバイスの削除“ をしてください。デバイスの削除
は、追加時と同様の方法でできます。

• DISTO™ が既に iOS デバイスやWindows 10デバイスとBluetooth 接続している場合は、同時に2台
目のデバイスに接続することはできません。まず、接続解除してください！
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ご参考までに

Windows 10 は、タブレットモードをサポートしています。
一度、タブレットモードでデータを転送すると、キーボードはディスプレイに現れなくなります。
その際は、デスクトップモードに切り替えてください。タスクバーの中に、手動でキーボードを立ち上
げるボタンがあります。

Windows 10 タブレットモード Windows 10 デスクトップモード

«タブレットモード» のON/OFFで切替が
できます。

デスクトップモードでは、
キーボードを立ち上げる
ことができます。


